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インターネット生放送におけるユーザの活動の分析*
津田　　侑 †・上原哲太郎 ‡・森村　吉貴 §・森　　幹彦 §・喜多　　一 ¶
Analyzing Users’ Behaviors on the Internet Live-Broadcasting
Services*
Yu Tsuda†，Tetsutaro Uehara‡ ，Yoshitaka Morimura§，
Mikihiko Mori§ and Hajime Kita¶
Consumer-generated medias (CGMs) such as weblogs, online social networks and photo-sharing
services getting to be mainstream internet services. On CGMs, users generate and publish various
content, and other users review them. Internet live-broadcasting (ILB) services attract attention as a
novel type of CGM services for broadcasting movie and voice in real time. And wide variety of content
are circulated on ILB. Evolutional CGMs have emergent nature among users. From viewpoint, the
paper analyzes users’ psychological factors and their behaviors on the ILBs．The authors conducted
a web-based survey, and ethnographical study of two users．As the result，the authors found that
the users prefer to use real-time communication tools on internet live broadcasting services which
have real-time content．In addition，though broadcasters desire to be viewed by the general public，







∗ 原稿受付　 2014年 12月 10日
† 国立研究開発法人　情報通信研究機構　サイバー攻撃
対策総合研究センター　 Cybersecurity Research Cen-
ter, National Institute of Information and Communi-
cations Technology; 4-2-1, Nukui-Kitamachi, Koganei
city, Tokyo 184-8795, JAPAN
‡ 立命館大学　情報理工学部　College of Information Sci-
ence and Engineering，Ritsumeikan University; 1-1-1,
Nojihigashi, Kusatsu city, Shiga 525-8577, JAPAN
§ 京都大学　学術情報メディアセンター　Academic Center
for Computing and Media Studies, Kyoto University;
Nihonmatsu-cho, Sakyo ward, Kyoto city, Kyoto 606-
8501, JAPAN
¶ 京都大学　国際高等教育院　 Institute for Liberal
Arts and Sciences, Kyoto University; Nihonmatsu-cho,
Sakyo ward, Kyoto city, Kyoto 606-8501, JAPAN
Key Words: Internet live-broadcasting service，users’
psychological factors，users’ behaviors，web-based ques-






















































































































































































サーチ 1を利用した．Netmile リサーチは 4,295,458人 2
が会員登録しているインターネット調査サービスである．
インターネット調査には母集団や回答者の代表性につい
て議論がなされている [14] が，今回の調査では ILBの放
送者という捕捉の困難な調査対象に対して一定の定量的
分析が可能な人数を確保することを優先してこの方法を
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Table 1 回答者区分と人数 (単位は [人])
年齢層 男性 女性
35歳未満 115 69
35歳から 49歳 174 74
50歳以上 51 17
合計 340 160



















































Table 2 各質問項目の因子負荷量 (降順)
項目番号 因子 1 因子 3 因子 2 因子 4 因子 5 因子 6
Q11 1 0.788 0.036 0.160 -0.068 0.051 -0.091
Q11 4 0.765 0.008 0.011 0.078 -0.037 0.016
Q11 2 0.764 0.012 0.020 0.054 0.048 -0.023
Q10 1 0.752 -0.058 0.182 0.051 0.026 -0.068
Q11 3 0.738 -0.024 -0.039 0.114 0.070 0.045
Q15 7 -0.244 0.887 -0.091 0.116 0.057 -0.024
Q15 3 -0.404 0.886 -0.139 0.105 0.197 -0.067
Q15 10 -0.080 0.855 0.032 -0.179 0.180 0.003
Q15 4 -0.125 0.846 -0.107 0.163 0.070 -0.141
Q15 9 0.054 0.843 0.152 -0.207 0.034 -0.102
Q2 7 0.023 -0.068 0.872 -0.031 0.036 -0.005
Q2 14 0.100 -0.021 0.846 -0.145 -0.060 -0.011
Q2 10 0.084 0.013 0.813 -0.022 -0.111 -0.003
Q2 8 -0.141 0.108 0.809 0.011 0.017 0.068
Q2 6 0.130 -0.019 0.805 -0.149 -0.026 0.045
Q5 4 0.058 -0.057 0.062 0.784 -0.134 0.108
Q5 3 0.086 -0.098 -0.011 0.721 -0.093 0.140
Q5 5 0.065 0.103 0.124 0.630 -0.076 -0.069
Q7 7 0.464 -0.015 0.009 0.565 0.015 -0.237
Q6 3 -0.093 0.132 -0.023 0.560 0.035 0.266
Q7 2 -0.054 0.226 -0.044 -0.042 0.756 0.058
Q7 3 0.035 0.108 0.013 -0.021 0.750 0.034
Q7 1 0.149 0.058 0.033 -0.080 0.741 0.056
Q8 2 0.381 0.096 0.012 -0.121 0.506 0.088
Q8 1 0.232 0.217 -0.074 -0.174 0.494 0.171
Q4 3 -0.060 -0.039 0.098 0.332 -0.023 0.624
Q2 1 -0.048 -0.039 0.352 0.023 -0.003 0.622
Q4 2 -0.030 -0.030 0.398 0.257 -0.066 0.467
Q8 3 0.389 0.042 -0.155 0.040 0.191 0.446











Table 3 ILBの利用に関する因子分析の結果 1
因子 下位尺度 項目数 信頼性係数α
1 放送に対する意見・要望 30 0.978
2 放送の内容 16 0.964
3 ILBへの期待感 23 0.954
4 放送の告知 14 0.943
5 放送の準備 8 0.922
6 コミュニケーション欲求 6 0.855
Table 4 各下位尺度間の相関係数 (ピアソンの無相関検定)
因子 1 因子 2 因子 3 因子 4 因子 5 因子 6
因子 1 - -0.62* 0.70** 0.70 0.58 -0.59
因子 2 - -0.39** -0.61 -0.30 0.35
因子 3 - 0.61** 0.58 -0.59*
因子 4 - 0.59* -0.52








相関係数を Table 4に示す．Table 4より，因子 1と因
子 3，因子 3と因子 4，因子 4と因子 5にやや強い正の相

























因子 1 因子 2 因子 3 因子 4 因子 5 因子 6
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Fig. 4 因子「コミュニケーション欲求」の因子得点の平均
と標準偏差
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Table 6 放送の宣伝方法の分類
質問項目 宣伝方法
Q5 1，Q5 2 ILB内での宣伝
Q5 3，Q5 4 ILB以外のWebサービスでの宣伝































































































広告の範囲 宣伝方法 偏回帰係数 z値
不特定多数 ILB内での宣伝 1.928 7.996***
ILB以外のWebサービスでの宣伝 0.936 3.786***
直接知人への宣伝 0.284 1.157
現実世界の知人 ILB内での宣伝 1.500 6.308***
+インターネット上の知人 ILB以外のWebサービスでの宣伝 1.195 4.907***
直接知人への宣伝 0.727 3.043**
インターネット上の知人 ILB内での宣伝 0.982 4.066***
ILB以外のWebサービスでの宣伝 1.488 6.134***
直接知人への宣伝 0.884 3.744***





調査対象者 性別 年齢 職業 放送歴 放送頻度 利用するサービス 放送内容
A 男性 25 学生 1年 ほぼ毎日 ニコニコ生放送 音楽，ゲーム
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(1) 視聴のみしたことがある (2) 視聴・放送ともにある




1. ほぼ毎日 2. 週に 3, 4回 3. 週に 1, 2回
4. 月に 3, 4回 5. 月に 1, 2回
6. 月に 1回以下 7. 数ヶ月に 1回以下
Q2 【各項目 5件法】あなたはどのような内容の放送を行いま
したか．
1. 視聴者参加放送 2. 動物
3. エンタテイメント 4. 対談・議論・討論
5. 学術・教養・HowTo 6. ニュース
7. 企業発表会 8. 定点観測
9. 公開イベント 10. スポーツ
11. 音楽 12. 内輪イベント





1. 0から 10人 2. 11から 20人 3. 21から 30人
4. 31から 40人 5. 41から 50人 6. 51から 60人
7. 61から 70人 8. 71から 80人 9. 81から 90人
10. 91から 100人 11. 100人以上 12. わからない
Q4 【各項目 5件法】あなたが放送し始めた動機は何ですか．
1. 注目を浴びたい 2. 新しい友人を見つけたい
3. 視聴者と対話を楽しみたい 4. 何かを観察・観測したい
5. 組織や団体を宣伝したい 6. 現場の雰囲気を伝えたい




1. 以前の放送中 2. 生放送内の機能
3. ブログや SNS (mixi等) 4. マイクロブログ (Twitter等)
5. 知人にチャット, メール等 6. 知人に直接話す







1. 機材に不足がないかの確認 2. 機材の動作確認
3. インターネット接続状態の確認 4. 放送の台本作り
5. 放送で利用する素材探し 6. 放送の録画の準備












1. 生放送の機能の改善点 2. 生放送の内容の改善点
3. 放送内容に関する要望 4. 放送で提示した物事の議論











1. 放送の機能の改善点 2. 放送内容の改善点
3. 放送内容のリクエスト 4. 放送で提示した物事を議論
5. 放送に対する評価 6. 日常会話
Q12 【各項目 5件法】あなたの放送のアピールポイントは何で
すか．
1. 放送で用いる機材 2. 放送で扱う内容
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